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● 取扱いのご注意

OMA01OTA-2-3

      

① 種を培地スポンジのくぼみの中央に置いてください。
　※種はスポンジの中に押し込まないでください。
　　押し込むと発芽しません。
② 発芽するまで､カバーをして暗くして湿度を保ってください。

① 種まき後､毎日発芽の確認を行ってください。
　 種が割れて､黄緑色の芽が少しでも見えたらカバーを
　 はずしてください。 
※発芽するまでの日数は、栽培品種や温度条件で異なります。
※約20℃の室温での発芽日数：
　ルッコラ１日程度・サニーレタス２日程度・バジル４日程度
※種の入った袋に記載している有効期限は発芽率を維持出来る
　目安の日付です。

② 本体にアダプターのジャックを差し込み、　電源プラグを
　 コンセントに差し込んでください。
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※ひとつの培地スポンジに､１個の種をまいてください。　
　複数まくと成長しない場合があります。 
※スポンジに充分水を含ませないと発芽しないことがあります。
　１回の栽培で1種類の種をまいてください。　　　　　　
　違った種類の種を混ぜてまくと､発芽しない事があります。
※パネルふたをしないと､緑色の藻が発生しやすくなります。
※発芽するためには、植物により適切な発芽温度が異なります。
　ほとんどは20℃前後で発芽しますが、市販の種を栽培する
　場合は種の袋に記載してある発芽温度を参考にしてくだ
　さい。 
※養液や水をこぼした場合はすぐに拭き取ってください。
　サビや腐食の原因になります。


